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同じ人
栃木県・那珂川町立馬頭小学校・五年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いしざわ),石澤)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こうたろう),孝太郎)
　夕方のニュースを見ていた。何回も盗みを繰り返していた人、無理な運転をして事故を起こした人のことなどを報道していた。ぼくは、キッチンにいる母に、
「どうして、こんな悪いことをするんだろう。

　大人なのに、ひどい人だね。」
と話しかけた。すると母は、
「本当にね。悲しいね。でもね、その人にも
　何か理由があったんだろうね。そうなって
　しまったのは残念だね。」
と言った。ぼくは、えっと思った。納得できなかった。日ごろから、ウソをつくな。意地悪はしない。人をたたくなんて絶対にだめだと言っているのに。だから、強い口調で、
「悪い人なんだよ。こういう人は、イヤだよ
　ね。」
と言った。
「そうだね。お母さんも悪いことはイヤだよ。でも、悪い人じゃなくて、
悪いことをしてしまった人でしょう。みんな同じ人なんだよね。だれで
も間違ったことはしちゃうでしょう…。お母さんもいろいろ間違えちゃ
うことあるしね…。」
と、ぼくの方を見もせず言って、料理を続けていた。ぼくは、母が悪い人の味方をしているようで不思議な気持ちになった。そして、『悪い人』と『悪いこと』は何が違うのか考えた。
　母は、自分も間違えると言ったけど、考えてみると、ぼくも間違える。この春は、休校が続き、ずっと家にいた。学校へ行けず、だれとも話せないし、遊べない。ぼくはつまらなかったし、さびしくもあった。そのせいか、イライラして、ちょっとしたことで母に文句を言った。言い過ぎてしかられた。それでも、しかる母が悪いとさらに文句を続けた。心の中では、自分が悪いと分かっていた。母の言うことが正しいことも。でも、自分の口からは文句が出てしまい、あやまることができなかった。自分が悪いと思っていても、言葉にはできなかったのだ。この事を思い出したとき、これは『悪いこと』だと思った。また、ニュースで報道された人もこんな感じなのかなと思った。それならぼくも『悪い人』になってしまうのかと不安になったが、文句を言った翌日、ぼくがあやまったら、母は自分の良くないことに気付いて、話にきてくれるのを待っていたと言ってくれ、ぼくのことをほめてくれたことが頭にうかび、ぼくは、だいじょうぶだと思った。それは、ぼくを見てくれている人がいるということ。間違ってしまったら、言葉をかけてくれる人がいるから、間違いに気付き直すことができる。だから、ぼくは、だいじょうぶだと。そして、報道された人たちにも、見ていてくれる人がいたのだろうかと考えた。
　ぼくは、休校中、友達とも遊べず、ずっと一人で遊んでいた。一人で遊んでも楽しくなかった。休校が長引くのは、しかたないと思っても、つまらなかった。だから、学校が始まったときは、本当にうれしかった。みんなと話したり、遊んだりできることがうれしくてたまらなかった。
　そして、そのとき思ったのだ。一人でいるのがつまらないのは、ぼくの話を聞いてくれる人、話を聞いて話しかけてくれる人がいないから。他の人の話を聞けないから。話をしていっしょに笑ったり、言い合ったりできないから。一人より二人、三人より四人、たくさん人がいると色々なことが起こる。みんながちがうことを言うからおもしろい。もちろん、いやなこともあるけれど、それ以上にぼくの心はわくわくするのだ。みんなといるとぼくの心とみんなの心が重なり合える気がする。その心の重なり合いが、うれしいのだと。心が重なり合うのには、ぼくが友達の気持ちを考え、友達もぼくの気持ちを考えてくれる両方が大切。だから、一人では、できないのだ。ぼく一人の力では、どうにもならない。
　休校中、みんなとの心の重り合いをもてなかったから、つまらなくてイライラしてしまったのかもしれない。もちろん、父や母がいてくれる。でも、休校になり、今まで、当たり前だったみんなとのあいさつやおしゃべりが、どれだけぼくにとって大事なことかが分かった。学校には、友達だけでなく先生もいる。たくさんの人が、ぼくのことを考え気にかけてくれている。ぼくを見ていてくれる人がいるのだ。だから、ぼくが良くないことを考えてもそれだけで心はいっぱいにならない。ぼくの心と重なり合うみんなの心がある。笑い合えるだけでなく、良くないと教えてもくれる。報道されていた人たちには、心を重り合わせられる人、見ていてくれる人がいなかったのかもしれないと思った。だから、見ていてくれる人ができればいいなと思った。
　みんなとたくさん心を重なり合わせられるように、ぼくのまわりの人を大切にしたい。
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